2015年度海外選択制臨床実習報告書 : 韓国，忠南大学 by 小島 信子
Toyama Medical Journal　Vol. 26　No. 1 　201598
2015年度海外臨床実習報告書 
韓国，忠南大学
小島信子
1 ．はじめに
　私は20１５年 ４ 月 ６ 日から ５ 月 １ 日まで韓国の忠南大学附属病院で病院実習に参加してきました。これは本
学と忠南大学の交換留学プログラムの一環として行われたものであり， ６ 年生のアドバンス実習の １ ヶ月間
を韓国での実習にあてたものです。
2 ．準備
　私ともう一人の学生が忠南大学との取りまとめ役である廣川先生のところへ実習の希望を伝えに行ったの
は ５ 年生の冬でした。もともとK-POPや韓流ドラマが好きで韓国に対する興味があったことから，アドバン
スで韓国へ行くことは決めていました。実際に実習へ行った先輩から話を聞くと，興味のある科を自分で選
択できること，実習は忠南大学の学生と一緒に回ることを聞いて，さらに韓国で実習をするのが楽しみにな
りました。
　忠南大学の担当者の方との連絡は廣川先生が指揮を執ってくださり，とてもスムーズに連絡を取り合うこ
とができました。実際に私たちが忠南大学の担当者の方とメールをやりとりしたのは 3 月からで，希望する
診療科と簡単な自己紹介書を提出しました。宿舎は大学の寮を無料で貸していただけることもあり，準備期
間にかかった費用は往復の飛行機代だけでした。
3 ．忠南大学での実習
　私はFamily Medicine，Rheumatorogy，Cardiology，Plastic Surgeryをそれぞれ一週間ずつ回りました。
実習中は忠南大学医学科の 3 年生または ４ 年生の学生と行動を共にすることが多く，彼らの実習スケジュー
ルと同様のものをこなしました。
　最初の一週間はFamily Medicineをまわりました。この科では健診や総合内科的な診察のほか，家庭医の
ように患者の家庭内あるいは社会的問題にも踏み込んだ診療や健康相談を行っていました。実習では主に外
来見学を行い，大学外のクリニックへの見学もさせていただきました。実習の最後にはOSCEのような実技
試験もあり，私も試験をしたのですが血圧測定や聴診，耳鏡を用いての診察はとても緊張しました。
　次はリウマチ科を回りました。この週はリウマチ科を回るはずの 3 年生が卒業旅行へ行っているため（忠
南大学では 3 年生の時に先生引率の元，学年で卒業旅行へ行くそうです），学生は私一人でした。そのため，
教授をはじめとする先生が １ 対 １ でレクチャーを毎日してくださって，とても勉強になりました。また，シ
ム教授は韓国内でとても有名な先生でお忙しいところ，外来見学の合間や回診の前後にミニレクチャーを毎
日開催してくださり，研究の話から英語勉強の話までいろいろなことを教えてくださいました。
　 3 週目は循環器内科を回りました。忠南大学の病院実習の中で最もつらいと学生の間で評判の科でした
が，噂通りやることが多くて富山大学での実習よりもつらい １ 週間でした。韓国の学生たちは 2 週間で ５ つ
のプレゼンテーションがあり，そのうち私は 2 つのプレゼンテーションをしました。英語でのプレゼンは初
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めてということもあり，プレゼン前は徹夜で資料をつくりました。しかし，過酷なスケジュールの中で一緒
にプレゼンを作った学生とは絆のようなものが生まれ，とても仲良くなることができました。
　最終週は形成外科を回りました。韓国の医療のイメージとして最初に挙がるのが形成外科，特に美容整形
であったので，韓国で実習をするなら絶対に回りたい科の一つでした。忠南大学では主に顔面骨折や術後の
皮膚欠損に対する治療を行っていましたが，外来では美容整形も行っており，どちらも見学することができ
ました。富山大学では見ることのできない手術を見学できて，医学生としての経験値がひとつ上がったよう
な気がします。
　どの科の先生も実習ではレクチャーを英語交じりで行い，実技試験やプレゼン前には指導してくださって
とても助かりました。また学生たちにはスケジュールを教えてもらったり実習後にはご飯に誘ってもらえ
て，楽しく充実した実習を送ることができました。
4 ．韓国での生活
　 １ ヶ月間の滞在中には実習だけではなく，歓迎会や実習後に学生に食事に誘ってもらうこともあり，先生
をはじめ学生たちもとてもやさしく接してくださいました。会話は基本的に英語ですが，中には日本語の上
手な人もいて，韓国にいながら日本語で会話する場面もありました。歓迎会ではお酒を飲むこともあり，韓
国式の目上の方とのお酒の飲み方（酒道）をレクチャーしてもらいました。おいしい料理とお酒をたくさん
食べることができ，生活面でもとても満足することができました。
　また，交換留学で昨年富山大学に来ていた忠南大学の学生とも再会でき，ご飯に誘ってもらったり，小旅
行へ連れて行ってもらったりと，友情を深めることができました。
5 ．まとめ
　 １ か月という短い期間ではありましたが，日本を離れて海外で生活することを体験して，海外生活への自
信といつか留学をしてみたいと思えるようになりました。また，忠南大学で出会ったほとんどの人が英語を
流暢に話すことができており，英語の勉強が必須であることも実感しました。
　私はこれまで富山大学での実習しか経験がなかったのですが，韓国の大学病院で実習することによって世
界共通の医療がある一方で，その国に特有の医療制度や医療サービスがあることを知りました。たとえば
Family Medicineで行っている健診も日本とは制度が異なっており，韓国に特有の医療制度があることを教
えていただきました。
6 ．おわりに
　最後になりましたが，忠南大学で実習をするにあたって尽力してくださいました廣川先生をはじめとする
富山大学の関係者の皆様，Mrs. Yookをはじめとする忠南大学の関係者の皆様，忠南大学医学科の 3 ， ４ 年
生の学生には大変お世話になりました。深く感謝申し上げます。
